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川越ワイズメンズクラブ会報 

Ｎｏ．25-10                 5 月号     発行 2023 年 5月 16日                    Chartered  1998 

会 長   山本 剛史郎   クラブ会長主題 「温故知人」「明日に向かって新しい出会いを！」 

副会長   松川 厚子     国際会長 Ulrik Lauridsen氏（デンマーク） 

会 計    吉田 公代         主題 “Let Your Light Shine“ 

書 記   吉野 勝三郎          (輝かそう、あなたの光を)  

                    アジア太平洋地域会長 Chen Ming Chen(台湾) 

主題 “Elegantly Change with New Era”  

（新しい時代とともに、エレガントに変化を） 

                         東日本区理事 佐藤重良 (甲府 21) 

主題「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

関東東部部長 工藤大丈（ベイサイド） 

主題「新規技術（テクノロジー）を縦横に 駆使し、効率を重んじる。 

すべては、プレミアムな価値と体験を産むために」「成せば、成る」 

“No challenge, No fruit” 
 

5 月の聖句 

神は言われる。／終わりの日に／私は、すべての肉

なる者にわが霊を注ぐ。／あなたがたの息子や娘は

預言し／若者は幻を見、老人は夢を見る。 

（使徒言行録 2 章 17 節） 

It will be in the last days, says God, that I will pour out 

my Spirit on all flesh. Your sons and your daughters 

will prophesy. Your young men will see visions. Your 

old men will dream dreams. 

(Acts 2:17) 

 

 

4 月統計（4 月 22日） 

 

出席者６名 出席率６７％ 

 

巻頭言 

山本剛史郎 

「YMCAに若者はいますか？」 

先 

先日、布施涛雄さんとお会いする機会があり、布施

さんご夫妻の住む豊島園に行きました。布施涛雄さん

は埼玉 YMCA を長くサポートされ、外国人 119 活動

などでも活躍され、私自身 1994 年の埼玉 YMCA フィ

リピン・ワークキャンプに参加した時からお世話にな

っている方です。布施濤雄さんは今年 95 歳、奥様 92

歳ですが、今でもお元気に二人暮らしをしております。

しばらく、いろいろとお話をしていくうちに、布施さ

んから「今の YMCA に若者はいますか？」と尋ねら

れました。最初はその質問の意味が分からなかったの

ですが、そこから次のような話を聞きました。 

今年の川越クラブのブリテン「希望の鐘」（2023 年

2 月号）に元埼玉 YMCA 総主事、二子石章さんのこと

について書きましたが、25 年前、その二子石さんに私、

山本を埼玉 YMCA の常議員に推薦したのは布施さん

だったそうです。布施さんは当時の埼玉 YMCA 総主

事だった二子石さんに若者を一人でも常議員にする

ように迫りました。最初、二子石さんはあまり乗り気

ではなく、「若者は常議員にはさせない。」と言ってい

たそうですが、それに対して布施さんは二子石さんに

対して「それなら YMCA から“Y”を外してしまえ。」

と言ったそうです。その後、埼玉 YMCA には 20 代の

常議員が誕生しました。そんなエピソードを語った後、

改めて尋ねられました。「今の YMCA に若者はいます

か？」 
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The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 
c/o Kawagoe YMCA, 7-16 Sugawara-cho, Kawagoe, Saitama 350-0046 Japan 



２０２３年 5 月 例会プログラム（予告・予定） 

 

日 時：2023 年 5 月 27 日（土）14:00～16:00 

場 所：埼玉 YMCA 川越センター 

内 容：今年度の振り返りと次年度の計画、予定につ

いて話し合います。東日本区大会、アジア・太平洋地

域大会、次々年度の関東東部についてなど内容は盛り

だくさんです。また、各自の近況報告もいつも以上に

していただきたいと思います。 

 

4 月例会報告 

山本剛史郎 

 

2023 年 4 月 22 日（土）、埼玉３ワイズ（埼玉・所

沢・川越）合同お散歩例会を行いました。総勢 22 名

が集まりました。参加者は以下の通りです。（敬称略） 

（講師）神山節夫 

（川越）河合今日子、利根川恵子、利根川太郎、吉田

公代、山崎純子、山本剛史郎、 

（川越・ゲスト）加藤久策、加藤弘子、山本葉子、山

本希歩、山本真和 

（埼玉）衣笠輝夫、浅羽惠 

（所沢）東裕二、小関京子、大澤和子、小林勉、宮地

輝子、 

（所沢・ゲスト）岡部、佐藤、坂本憲枝 

 

最初にウエスタ川越に集まり、講師の神山さんより

川越喜多院についての説明を講義形式で聞きました。

約 40 分の講義の後にバスに乗って喜多院に移動しま

したが、ここでちょっとしたハプニングが起きました。

所沢クラブのゲストの方がはぐれてしまい、バスに乗

らずに歩いて喜多院に来るということがありました。 

喜多院では門の前の天海僧正の像、門の形、多宝塔

などを簡単に見た後、江戸城から移築されてきた建物

の中に入りました。まさに江戸城から移築されてきた

3 代将軍・家光公の誕生の間、春日局お化粧の間など

が現存しており、駕籠、長持などの調度品を神山さん

の説明を受けながら見学しました。そしてこれも川越

観光名所の一つである喜多院五百羅漢を見学しまし

た。五百羅漢像は実際に 500 体以上の様々な形をした

羅漢像があり、中には十二支を表している羅漢像もあ

るということでそれらを探すなど楽しく過ごすこと

ができました。そして、徳川家康の亡骸を久能山東照

宮から日光東照宮に移す際に法要した仙波東照宮を

見て回った後、参加者皆様で喫茶店にてお茶をしなが

ら歓談しました。 

また、この日はアースデイ（地球の日）でもあり、

ワイズメンズクラブが行っている Week for Waste (ゴ

ミのための週）でもあるので、最後に簡単にゴミ拾い

も行いました。 

 
喜多院を神山さんの解説付きで見学 

 

 
五百羅漢を散策 

 

 
みんなで記念写真撮影 

 

 
Week4Waste、ゴミ拾い 

 

 



インド Hyderabad(ハイデラバード)ワイズメンズクラブを

訪問して 

吉野勝三郎 

 

 今回のインド滞在中の週末 16 日（日）に旧知のク

マールさんとパ二さんの手配で、ハイデラバードクラ

ブの皆さんにお会いすることができました 

 集会は、私を歓迎する会となり、私から簡単に川越

クラブのことを紹介させてもらいました。ハイデラバ

ードクラブは日本の彦根クラブと沼津クラブとＩＢ

Ｃ関係にあるが、両クラブとも接点になっていたワイ

ズが高齢となっていることから、昨年、川越クラブに

ＩＢＣ締結を要望する手紙を受け取っていましたが、

当方のクラブ事情から、断らざるを得なかった点を、

おわび方々申し述べました。今回再度要請があったの

で、持ち帰って、クラブで再検討して返事することで

了承してもらいました。ＩＢＣ締結が望ましいが、両

クラブで永続的な共通のテーマ―を模索することに

しました。例えば、インドでは、女子教育の普及率と

質の向上が求められているそうで、その面での人材交

流なども考えられるとの意見がありました。当日は、

地元の名士も来ていたようでした。 

 又、川越クラブは、25 周年記念を来年計画している

ので、日程が決まり次第お知らせするので、その際に

は、ぜひ来日を歓迎する旨も伝えました。利根川夫妻

は、別々の機会に同クラブを訪問していることからも、

来日して旧交を温めることを楽しみにしているとの

コメントを得ました。 

 
現会長（女性）から歓迎のショールと盾をいただきました。 

 

 
旧知の Kumarさん、Paniさんの下で、ビジター名簿に記帳。 

又、ワイズの会合の前に、ＹＭＣＡを訪問（？）し

ました。と言うのは、ハイデラバードＹＭＣＡは市内

の中心部にありますが、100 年以上の古い建物のため、

同じ場所での建て替えを計画して、2019 年に建物を取

り壊したということです。しかし、その直後のコロナ

禍のため、計画が頓挫し、現在は更地のところをグラ

ンドにしています。建物は仮設ですが、キリスト教の

日曜日の礼拝が行われていました。現在は十分な活動

ができないため、専任の総主事は不在のようですが、

元総主事にお会いしました。幸い、設計が進み、間も

なく理事会の承認を得て、建設に取り掛かること目途

が付いてきたとのことですので、完成が待たれます。 

 
Pani さんと、Hyderabad YMCA 建設予定地で 

 
Hyderabad YMCA 仮設建物 

 

また、22 日（土）には、Telugu 洲（Hyderabad は

同州の州都）が運営する Tech-Hub を見学させてもら

い、クラブメンバーの知人のご子息が責任者（？）を

務 め る 、 World Telugu Information Technology 

Council(WTITC)を案内してもらいました。この施設

は、州政府の肝いりで昨年 6 月に竣工したばかりで、

世界中からＩＴ関連の起業家を集めて、事業立ち上げ

の準備をすることができる設備と助言スタッフを揃

えています。全世界から 500 名を集める計画で、日本

からもぜひ受け入れたいので、私にその橋渡し役の一

役をお願いされました。ＷＴＩＴＣの主要施設は

T-HUB と呼ばれていますので、興味のあるかたは、

https://t-hub.co/  をクリックしてみて下さい。 

ご存知のように、インドは世界的にＩＴ産業のレベ

ルが高く、ハイデラバードには、Microsoft, Google, 

https://t-hub.co/


IBM, Amazon などが拠点を構えています。 

 

国際の舞台から 

“Keiko’s Monthly Briefing of YMI/ASP” 

 

次期アジア太平洋地域会長／国際議員 利根川恵子 

 

いよいよ 7 月 1 日から「次期」が取れて、「会長」

としての任期が始まります。アジア太平洋地域の代表

として、いろいろな行事や大会などに参加することが

必要となってきます。これまでの情報だけでも、7 月

以降海外に出ることが 4 回あります。 

 1．7 月 21 日～26 日  

ワイズメンズクラブ国際協会国際議会（ICM） 

ケニヤ・ナイロビ 

 2．8 月 25 日～29 日  

アジア太平洋地域ユース・コンボケーション 

（AYC)  ネパール・ポカラ 

 3．9 月 15 日～16 日 

 韓国地域大会 韓国・テジョン 

 4. 11 月３日～５日  

 アジア太平洋地域大会 香港 

 訪問国はアジアが主ですが、7 月末の ICM では、初

めてアフリカの地を踏むことになります。会議中はも

ちろん国際議員として、YMI の最高議決機関である議

会に集中し、アジア太平洋地域の代表としての役割を

果たす所存です。しかし、会議終了後、2 泊 3 日のサ

ファリに任意で（自己負担で）参加することとしまし

たので、テントでの生活やめずらしい動物との出会い

がどのようなものか、今からわくわくどきどきしてい

ます。 

 8 月の AYC は、カトマンズから車で 6 時間、飛行

機ならば 25 分のポカラで開催されますが、ネパール

第 2 の観光都市ということで、ヒマラヤ山脈が眺めら

れる絶景が待っているようです。AYC は、コミュニケ

ーションやリーダーシップなどのスキルの獲得およ

びコミュニティ・サービス事業の立ち上げから実践ま

での体験など、ユースにとって貴重な経験ができる内

容となっています。 

 韓国地域大会への参加は、韓国地域とアジア太平洋

地域が分離した際に、お互いに地域大会に参加して、

相互の友好を深めるという約束があるためです。従っ

て、香港のアジア太平洋地域大会には韓国地域からも

参加があります。 

 11 月は私の会長としての一大行事である地域大会

です。すでに登録が始まっていますが、出足はよくあ

りません。お知り合いのワイズにお声がけをどうぞよ

ろしくお願いいたします。5 月中はスーパー早期割引

が摘要されます。未登録の方はお急ぎください。 

 健康でなければ会長としての責務も十分に果たせ

ませんので、元気に会長職を乗り切れるよう、自愛し

て頑張りたいと思います。ご支援をどうぞよろしくお

願いいたします。 

 なお、自費になりますが、同行は大歓迎です。 

 11 月の香港大会のポスターは、下記を開いて見て下

さい。 

 
 

   
 

 



ＹＭＣＡ報告 

河合今日子 

＜子育て子育ちセンター設立しました＞ 

２０２３年度、創立 5 0 周年記念として「子育て子

育ちセンター」を設立しました。 

このセンターは、すべての子どもが自ら育つ力を伸

ばしていけるような働きをすすめ、地域における子育

て子育ち支援の場として活用していきます。すでに４

月からこのセンターにおいて放課後等デイサービス

に通う子どもとその親を対象に「おやこの会」を開催

しています（月１日曜日）。この会は、子どもは所沢

センターのプールや体育館で身体を動かす楽しみを

感じ、親は子育て子育ちセンターでお茶を飲みながら

お話をしてのんびりと過ごすというものです。様々な

立場の方々が自由に出入りしながら、交流できる場で

す。通年で行っていますので、お手伝いできる方がい

らっしゃいましたらぜひご連絡ください。お待ちして

います。（パンフレット添付） 
 

 
 

 
子供会のようす 

 

 
新装となった建物の外観 

 

（編集後記） 

  

 今月も多くの情報を伝えることができて嬉しい限りで

す。限られたメンバーがこれだけの活動をしているク

ラブに属することを誇りに思います。 

 私の 3 年ぶり 4 週間のインド出張は、幸い体調を崩

すこともなくすべての日程を消化することができま

した。この年齢で招いてくれる人がいることに感謝で

す。帰国後、5 月 8 日に、膝関節手術後 1 年の検診を

受けましたが、こちらもレントゲン検査の結果、順調

に回復していることが確認され、次は 1 年後の検診で

十分との結果でした。 

ブリテンの編集をさせてもらいながら、IT の知識を

積み増すことができるのも幸いなことです。今回は、

pdf の画像を取り込むのに、Snipping Tool というプロ

グラムを初めて使いました。今回のインド出張中には、

Chat GPT も初めて使ってみました。河野ＩＴ担当大

臣も、インドに負けないように頑張って欲しいです。

私は、次号の編集も頑張りますので、皆さんからの寄

稿をよろしくお願いします。 

（Ｋ．Ｙ．） 


